
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

http://www.yasusigi.net/ 

小菅六雄 比江６６８－３  （電話）５８９－４９７１ （メール）ｓｈｇｄｙ１７７＠ｙｂｂ．ｎｅ．ｊｐ 
野並享子 北野一丁目７－１０ （電話）５８７－０９８５ （メール）ｎｏ７３ｋｙｏ＿ｋｏ＠ｙｂｂ．ｎｅ．ｊｐ  
太田健一 近江冨士２－１１－２５ （電話）５８８－３１６９ （メール）ｋｅｎｓａｎ.ｗｏｒｌｄ２１＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

                     

議        案 日本共産党 公明党 野洲ネット 野洲新風クラブ 新政クラブ 
Ｈ２１年度一般会計・国保会計・後期高齢者医療決算 市 長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議会基本条例・議員政治倫理条例の制定 全会派 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

鳥獣被害防止対策交付金復活・充実求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

政党助成金の廃止を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

３０人学級の早期実施を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

国保税の減免制度の拡充を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

家電エコポイント再延長、住宅エコポイント延長求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

総合的な交通体系の構築による公共交通機関への支援を求める意見書 野洲ネット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

真の地域主権改革の実現を求める意見書 新政クラブ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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長 

市民参加と情報公開、議会の活性化を進めるための議会基本条

例が今議会で全員賛成のもと制定されました。全ての会議の公開

や資料の提供。また、議会報告会（年２回、中学校区単位を予定）

の開催。また、一般質問で「一問一答方式」や市長の「逆質問」

を認め、市民にわかりやすい議会議論を進めます。  

 ９月議会は前年度の各会計決算などが審議されました。共産党市議団は議案審議で、高齢

者・障害者の介護激励金減額、幼稚園保育料値上げや同和行政など市民犠牲の市政から、市民

の暮らし守る市行政を求めました。一般質問では、児童虐待防止へ市として取り組みを強化す

ること、県立高校の統廃合計画の強行やめよ、循環バスの運行ダイヤ改善、鳥獣被害防止対策、

国民健康保険制度を命・暮らしを守る制度にすることなど、市民の切実な願いを届けました。 
 
今議会で共産党市議団は、「鳥獣被害防止対策交付金復活を求める意見書など４本の意見書

を提案しました。全体で７意見書が提案されましたが、６意見書に賛成しました。成しまし

た。 
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 ９月議会に保守系から「地域主権改革の推

進を求める意見書」がだされました。 
 平成２２年６月に「地域主権戦略大綱」が

閣議決定されました。この大綱は、平成１９

年４月に自民・公明政府により「地方分権改

革推進法」が施行され、「構造改革」路線に

基づき、７名の委員によって、４回にわたっ

て勧告がされ、民主党政権に引き継がれた内

容です。例えば保育所の定数の上限を無く

し、基準以上に受入れをすることや今後、特

別養護老人ホームの居室の面積を８畳から

６畳に引き下げることなど、国の最低基準を

なくし、地方自治体の条例で決めることにし

ています。 
 このようなことになれば地域格差が生じ

ます。この点についても、原口前総務相は「そ

の通り、間違ったリーダーを選べばツケはく

る」と国の責任を放棄しました。道州制に道

を開く「地域主権」でなく、住民に身近な市

町村の強化と発展こそ求められます 

「児童虐待」は身近な

問題です。子育て安

心の野洲市になるよ

う行政の体制強化を

求めました。引き続き
取り組んでいきます。 

※ 一般質問では、「児童虐待防止の取り組み」「同和行政の終結について」を取り上げました 

 循環バス利用者から

「買い物の帰りはタク

シーを利用しなければ

ならない。不便！」の

声が。市民にやさしい
バス運行めざします。 

 高い国保税問題を

質問しました。しかし、

「仕方ない」かのような

答弁です。いまこそ、

市民の命と暮らし守る
市政をめざします。 

高い国保税の結果、滞納額が増加していま

す。この５年間を見ても増加の一途で、昨年

度は実に２億５９５８万円にもなり収納率は

８０％を切りました。    

しかし、国保税の滞納が増えれば、その分

が国保税の算定基準に組み込まれる仕組みと

なっています。その結果、「滞納が増えれば国

保税が値上げされる。値上げでさらに滞納が

増える」という悪循環となっています。 

議案質疑では、「そもそも高い国保税が問

題。支払い可能な国保税にすべき。国保税の

値上につながる徴収率を国保税の算定基礎に

することはやめるべき」と求めました。 

 

 

生活保護世帯が医療機関で受診するには、

市の福祉事務所で受診のための申請をしなけ

ればなりません。これでは医療を受ける権利

を制限するもので極めて不公平です。すぐに

受診できるための医療券発行を求めました。 

 
※ 一般質問では、「県立高校の統廃合やめよ」「鳥獣被害防止対策」「国保広域化やめよ」を取り上げました 

 前年度決算の質疑で、平成２１年度に自公

政権が行った定額給付金及び子育て応援特

別手当について質問しました。 
 野洲市でも定額給付金は総額７億５３０

０万円。また、子育て応援手当ては、就学前

の３歳から５歳までの第２子の子どもがい

る家庭に、昨年度一回限り３万６千円が支給

され、総額２７６８万円でした。 
本当に子育て支援というなら恒常的な対

策が必要ですが、とにかく自公政権が「究極

の衆院選目当て」として実施したものです。 
これに対して、「野洲市として生活支援と

地域経済への波及効果はどうだったのか」と

質問しましたが、答弁では「一定の効果はあ

った」と述べるにとどまりました。 
 
 
２０１３年にＮＨＫ大河ドラマで「平清

盛」が放送されます。市として、まちのアピ

ールと歴史教育への取り組みを求めました。 

※ 一般質問では、「三上小学校の校舎改築と利用しやすい学校駐車場について」質問しました 


